
 

                

平成３１年３月１９日 

 

 

 

 

 

  道内に新たな「道の駅」２駅が誕生します！ 
～北海道の「道の駅」が１２４駅に～ 

 

 

 

 

○新たに登録された｢道の駅｣ 

・浜頓別町 「北オホーツクはまとんべつ」  ・・・別紙１ 

・安平町  「あびら Ｄ５１
で ご い ち

ステーション」 ・・・別紙２ 

 

 

 

 

「道の駅」に関する情報についてはこちら https://www.hkd.mlit.go.jp/ky/kn/dou_kei/ud49g70000008gn6.html 

 

 

平成３１年３月１９日に、「北
きた

オホーツクはまとんべつ」「あびら Ｄ５１
で ご い ち

ステーション」

の２駅が「道の駅」に登録されましたので、お知らせします。 

今回の登録により、北海道の「道の駅」は１２４駅となります。 

【問合せ先】  国土交通省 北海道開発局  電話（代表）011-709-2311 

         建設部 道路計画課 課長補佐    神田 太朗（内線 5355） 

建設部 道路計画課 道路調査専門官 上村 達也（内線 5845） 

北海道開発局ホームページ http://www.hkd.mlit.go.jp/ 

https://www.hkd.mlit.go.jp/ky/kn/dou_kei/ud49g70000008gn6.html


道の駅「北オホーツクはまとんべつ」

◆路 線 名：一般国道２７５号

◆所 在 地：

◆面積および施設等

・面 積：１０,７８４㎡

・施 設：駐車場９６台、トイレ２７器、交流館（幼児スペース、交流広場、多目的

ホール、イベント広場、特産品販売コーナー、カフェコーナー、

観光インフォメーション、情報発信コーナー）、バスターミナル

・整備手法：一体型

◆オープン予定：２０１９年度

◆特徴

・「道の駅」の機能に「バスターミナル」機能を付加することで、多くの人が集う複合

交流拠点の整備を図る。

・季節毎のイベント開催の拠点として、地域の賑わい創出の役割を果たす。

・点在する観光資源や地域特産品の情報発信拠点として地域の活性化を図る。
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当該箇所

この地図は、国土地理院長の承認を得て、

同院発行の電子地図(タイル)を複製したものである。

(承認番号平29情複、第33号)

浜頓別町役場

浜頓別道路事務所
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センターハウス
○レガシーギャラリー
○アトリウム（休憩コーナー）
○テイクアウトコーナー
○特産品・ベーカリーコーナー
○観光・情報コーナー

24時間トイレ

凡例

道の駅区域

至 苫小牧市 至 岩見沢市

駐車場
（24時間利用可）
大型車 17台
小型車 16台
身障者 1台

農産物直売所

SL広場

駐車場
（24時間利用可）
小型車 80台
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道の駅「あびら Ｄ５１ステーション」

◆路 線 名：一般国道２３４号

◆所 在 地：

◆面積および施設等

・面 積：約１５，７４５㎡

・施 設：駐車場１１７台、トイレ２２器、センターハウス（テイクアウトコーナー、

特産品販売コーナー、ベーカリーコーナー、アトリウム、レガシー

ギャラリー、観光・情報コーナー）、農産物直売所、ＳＬ倉庫、ＳＬ広場

・整備手法：一体型

◆オープン予定：２０１９年度

◆特徴

・地元農産物等を販売する直売所のほか、地場産品を活用したテイクアウトコーナー、ベーカ

リーコーナー、近隣市町を含めた特産品販売コーナーを整備。

・鉄道のまちとして栄え、日本で最後にＤ５１が走った町でもあり、世界最高の状態で保存され

ている「Ｄ５１・３２０」を道の駅に展示、道の駅施設は鉄道のまちを体感できるよう昭和中

期のレトロ駅舎風景を再現。

・分散する地域資源（人・もの・文化等）を集結すると共に情報発信を行い、町の価値を高め、

都市と農村との往来やつながりを促し、交流人口の拡大とともに地域の活性化を図る。

北海道勇払郡安平町追分柏が丘４９番地１
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当該箇所

ほっかいどうゆうふつぐんあびらちょうおいわけかしわがおか

出典：国土地理院ウェブサイト
(http://www.gsi.go.jp/)

出典：国土地理院ウェブサイト
(http://www.gsi.go.jp/)
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